
 

定
期
大
会
は
、
戸
高
秀
博
代
議

員
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進

め
ら
れ
た
。 

 

冒
頭
、
分
会
執
行
委
員
会
を
代

表
し
て
入
江
委
員
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
昨
年
度
の
各
種
取
り
組
み
へ

の
理
解
と
協
力
に
対
し
て
謝
辞
を

述
べ
た
う
え
で
、
今
年
度
の
主
な

効
率
化
施
策
等
で
計
画
さ
れ
て
い

る
筑
豊
本
線
・
篠
栗
線
で
の
４
両

ワ
ン
マ
ン
運
転
の
実
施
に
つ
い
て

「
直
方
運
輸
分
会
に
と
っ
て
死
活

問
題
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
監
視
車
上

装
置
の
不
具
合
に
つ
い
て
も
未
だ

改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
今
次
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
は
、
言
語
道
断
で
あ

り
、
ホ
ー
ム
監
視
車
上
装
置
の
不

具
合
調
査
を
継
続
し
て
実
施
し
、

分
会
一
丸
と
な
っ
て
中
央
本
部
に

対
し
て
実
態
を
訴
え
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。 

 

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

北
村
北
九
州
地
区
統
括
部
長
も

「
昨
年
度
、
当
初
計
画
さ
れ
て
い

た
筑
豊
本
線
・
篠
栗
線
で
の
４
両

ワ
ン
マ
ン
運
転
の
実
施
が
見
送
ら

れ
た
の
は
、
直
方
運
輸
分
会
が
地

道
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た

ホ
ー
ム
監
視
車
上
装
置
の
不
具
合

調
査
の
成
果
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
く
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ

る
。
た
と
え
、
ホ
ー
ム
監
視
車
上

装
置
の
不
具
合
が
抜
本
的
に
改
善

さ
れ
た
と
し
て
も
、
今
次
施
策
に

あ
た
っ
て
の
課
題
が
全
て
解
決
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
中
央
本
部
は

現
場
実
態
を
一
番
熟
知
し
て
い
る

皆
さ
ん
の
声
を
最
大
限
反
映
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
」
と
の

決
意
を
示
し
た
。 

 

そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
一
般
活

動
経
過
、
２
０
１
４
年
度
決
算
、

会
計
監
査
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
、
２
０
１
５
年
度
運
動
方
針

（
案
）
、
予
算
（
案
）
を
提
起
。

代
議
員
か
ら
の
発
言
に
よ
り
運
動

方
針
（
案
）
を
補
強
し
た
う
え

で
、
全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
特
に
、
筑
豊
本

線
・
篠
栗
線
で
の
４
両
ワ
ン
マ
ン

運
転
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
最
重

要
課
題
と
し
て
中
央
本
部
・
支
部

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
、
職
場
の
実
態

を
隅
々
ま
で
点
検
す
る
こ
と
で
、

労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
発
揮
し
、
課
題
解
決
へ
向
け

て
精
力
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
新

年
度
の
運
動
の
柱
に
据
え
た
。 

 

続
い
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

入
江
委
員
長
、
藤
井
書
記
長
を
は

じ
め
と
す
る
新
執
行
体
制
を
確

立
。
最
後
に
入
江
委
員
長
の
力
強

い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
成
功
裏
に

閉
会
し
た
。
な
お
、
三
役
に
つ
い

て
は
、
右
表
の
と
お
り
。 

 

筑
豊
支
部
は
10
月
７
日
、
国
際

運
輸
労
連
（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）
「
国
際
行

動
週
間
」
の
取
り
組
み

と
し
て
、
田
川
後
藤

寺
駅
で
チ
ラ
シ
配
布

行
動
を
行
い
、
安
全

最
優
先
の
企
業
風
土

確
立
や
地
域
生
活
に

密
着
し
た
鉄
道
へ
の

取
り
組
み
を
示
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
鉄

道
の
利
用
と
地
方
部

路
線
の
維
持
を
利
用

者
や
市
民
に
訴
え

た
。 

 

当
日
は
、
支
部
・

直
方
運
輸
分
会
の
役

員
６
人
で
、
利
用
者

や
市
民
へ
環
境
に
や

さ
し
い
鉄
道
の
利
用
と
地
方
部
路

線
の
維
持
を
訴
え
た
。 

 

 

 

 

 

10
月
７
日
、
筑
豊
支
部
の
先
陣
を
切
っ
て
、
直
方
運
輸
分
会
が
、
支
部
事
務
所
で
定
期
大
会
を
開
き
、

職
場
の
実
態
を
隅
々
ま
で
点
検
す
る
こ
と
で
、
労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
し
、
課
題
解
決

へ
向
け
て
精
力
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
柱
と
す
る
新
年
度
の
運
動
方
針
を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。
（
＝
写

真
＝
）
ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
入
江
政
清
執
行
委
員
長
が
再
選
し
、
書
記
長
に
藤
井
健
史
氏
を
選
出
。
会

計
監
査
員
２
人
を
含
む
総
勢
20
人
の
新
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。 
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 筑豊支部は、10月13、14、21日に、支部事務所及び

ユメニティのおがたで第一次総対話集会を開催した。

（＝写真＝） 

 総対話集会は、中央本部役員と組合員が直接対話で

きる貴重な場であることから、多くの組合員の参加を

要請していたが、参加率は27％と目標にしていた30％

には届かなかった。 

 第二次総対話集会は、来年２～３月にかけて開催さ

れる予定であり、皆さんの声をＪＲ九州労組の運動に

反映させるため、多くの組合員の参加を要請する。 

１ 開催日時 

  2015年12月１日(火) ９時37分スタート 

２ 開催場所 

  ＪＲ内野カントリークラブ 

３ プレー代金 

  ８，０５６円（税込） 食事代等は別 

４ 参加申し込み 

  2015年11月25日(水) 締切 

  ※ 先着順とし、応募人員に達した場合 

    には締め切ります！ 

詳しくは、支部までお尋ねください 

 


